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から 2009 年までの 9年間における化膿性脊椎炎患者 100 例の症例を経験した．それらの症例
に対し①罹患高位，②既往歴，合併症の有無，③年齢分布，④発症から当科受診までの期間を



















研 究 方 法
　対象は，当院における 2001 年から 2009 年までの
9年間における化膿性脊椎炎の患者で　性別は男性




以下の 4 群にわけた．A群；1 週以内，B群；1 週





検定にて行った．危険率 p＜ 0.05 をもって有意と
みなした．
結 果
　罹患高位は頸椎 13 例，胸椎 10 例，腰椎 72 例，
その他 5例であった（Fig. 1）．既往歴，合併症の有
無は，合併症ありが 40 例で合併症なしが 60 例で
あった．合併症の内訳は糖尿病 13 例，悪性腫瘍 5
例，腎不全（透析中）4例であった（Fig. 2）．年齢
分布は 80 歳以上が 17 例もおり平均 63 歳であった
（Fig. 3）．発症から当科受診までの期間はA群 31




34％でMSSA 11 例，MRSA 5 例，S.agalactiae 3 例，
MRSE 2 例，E.coli 2 例であった．菌同定率は 4群
間に有意差を認めなかった（Fig. 5）．罹患高位別の
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Fig. 1　罹患高位 Fig. 2　既往歴，合併症の有無
Fig. 3　年齢分布
Fig. 4　発症から当科受診までの期間 Fig. 5　起因菌
化膿性椎間板炎の特徴について
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中 2 例，腰椎 72 例中 7例であった（Fig. 6 a）．発症
から当科受診までの期間別の手術症例に関してはA
群 31 例中 2 例，B 群 36 例中 4 例，C 群 20 例中 5
例であった．D群に関しては 2例とも手術症例は認





での 73 ％が 65 歳以上であった．入院期間に関して
は 1 か月以内が 27 例，1 ～ 2 か月が 33 例，2 ～ 3
か月以内が 22 例 3 か月以上が 9例であった．その
なかでも入院期間 1か月以内の患者は，A群 50 ％，
B群 35 ％，C群 12 ％，D群 3 ％であった．つまり
当科受診までの期間が早ければ早いほど入院期間は
短い傾向にあった（Fig. 7）．当科における治療成績

































































REPORT OF 100 CASES OF PYOGENIC SPONDYLITIS IN OUR HOSPITAL
Hiroaki OMATA, Yoshinobu NISHIYAMA, Hitoshi MIKUMO,
Noriyuki HENMI, Keikiti KAWASAKI and Yusuke OHSHITA
Department of Orthopedic Surgery, Showa University Northern Yokohama Hospital
　Abstract 　　 As we are faced with an aging society, the number of cases of pyogenic spondylitis is 
increasing, as well as compromised hosts, diabetic patients and those requiring long-term artiﬁcial dialy-
sis, and cancer treated by chemotherapy.  Patients suﬀering from lumbago with high fever are not diag-
nosed as pyogenic spondylitis until they consult an orthopedic doctor.  This situation is showing an in-
creasing tendency.  We encountered 100 cases of pyogenic spondylitis in the 9 years from 2001 to 2009. 
We achieved good results by conservative therapy.
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